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平成 25年度「豊⽥市男⼥共同参画社会に関する意識調査」は、平成 22年３⽉に発⾏した「第２次とよ
た男⼥共同参画プラン」の計画期間終了（平成 26年度）に伴い、家庭、地域、職場等における男⼥共同
参画に関する市⺠の意識や男⼥の平等・社会参加の実態等を調査し、過去の意識調査と比較・検証するこ
とにより、男⼥共同参画社会の実現に向けての施策展開の基礎とするとともに新プラン策定の基礎資料と
することを目的として実施しました。 

 
●調査対象者            豊田市に居住している 20歳以上の市⺠男⼥各1,500 人を無作為に抽出 
●調査期間                    平成 25年９⽉21 日から 10 月 11 日まで 
●回収方法                        調査票による本人記入方式、郵送による配布、郵送による回収 
●回収結果                    回収数 1,383（回収率 46.1％） 

 

平成平成平成平成 25252525 年度年度年度年度    
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60.8 

55.5 

44.9 

39.7 

68.0 

64.1 

52.0 

56.0 

60.2 

56.1 

50.5 

45.4 

21.2 

24.9 

27.2 

31.4 

9.7 

12.9 

17.4 

16.6 

18.1 

19.7 

19.1 

23.9 

5.2 

6.2 

9.2 

10.0 

7.7 

8.7 

11.0 

11.2 

4.5 

6.1 

6.8 

6.8 

9.7 

11.0 

15.0 

14.5 

8.2 

7.8 

10.5 

9.5 

9.6 

11.1 

15.2 

14.6 

3.2 

2.4 

3.8 

4.4 

6.3 

6.5 

9.1 

6.8 

7.7 

7.1 

8.3 

9.3 

0% 20% 40% 60% 80% 100%

【家庭生活】

平成10年度（N=1,733）

平成15年度（N=1,483）

平成20年度（N=1,515）

平成25年度（N=1,365）

【職場】

平成10年度（N=1,733）

平成15年度（N=1,470）

平成20年度（N=1,481）

平成25年度（N=1,340）

【地域社会】

平成10年度（N=1,733）

平成15年度（N=1,472）

平成20年度（N=1,493）

平成25年度（N=1,353）

男性優遇 平等である 女性優遇

どちらともいえない わからない

14.0 

17.6 

18.7 

21.8 

17.6 

9.3 

0.9 

0% 10% 20% 30%

20歳代

30歳代

40歳代

50歳代

60歳代

70歳以上

不明・無回答
全体（Ｎ=1,383）

結婚して

いる

74.1%

結婚して

いない

18.9%

離婚・

死別

5.9%

その他

0.2% 不明・無

回答

0.9%

全体（Ｎ=1,383）

女性

56.0%

男性

42.8%

不明・

無回答

1.2%

全体（Ｎ=1,383）

    
    
    

 回答者の性別は、⼥性がやや多くなっています。回答者の年齢は50 歳代が最も多くなっています。また、
回答者の 74.1％が既婚、18.9％が未婚となっています。 

●回答者の性別                                        ●回答者の年齢                                ●回答者の未婚・既婚の別 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
＊グラフ中の「N」は、回答者総数を表しています。 
 
 
 
 
市⺠に⾝近な、家庭生活や職場、地域社会における男⼥の平等観を経年でみると、「家庭生活」「地域社会」

において『男性優遇』の割合が低下しており、年々、男⼥平等の実感が⾼まっているようです。しかし、職
場においては、平成 20年度の前回調査と⽐較して、今回の調査で『男性優遇』の割合が上昇しています。 
●家庭生活、職場、地域社会における男女の平等観（経年比較） 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
  
 
 
 
 
 
 

※男性優遇（「男性の方が優遇されている」と「男性の方がやや優遇されている」の合算）、女性優遇

（「女性の方が優遇されている」と「女性の方がやや優遇されている」の合算）として表しています。 

  男男⼥⼥のの平平等等観観ににつついいてて  
  

２２２２    

  回回答答者者のの属属性性  
  

１１１１    

 

「平等である」の
割合が増えてき
ています。 
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30.9 

48.0 

51.6 

26.5 

43.4 

48.4 

36.5 

53.3 

55.1 

63.1 

40.0 

45.1 

67.3 

44.3 

48.8 

57.7 

34.9 

41.0 

0% 20% 40% 60% 80% 100%

【全体】

豊田市（N=1,383）

愛知県（N=2,124）

内閣府（N=3,033）

【女性】

豊田市（N=775）

愛知県（N=1,153）

内閣府（N=1,601）

【男性】

豊田市（N=592）

愛知県（N=971）

内閣府（N=1,432）

そう思う そう思わない わからない 不明・無回答

子育ては女性も男性も協力 

して行う 

男性も家事をきちんとできる 

方がよい 

女性は自分のことより家族の

ことを優先する方がよい 

男性は家庭や地域のことより

仕事を優先する方がよい 

95.7

42.5

94.1

31.5

47.3

66.1

24.1

49.5

0 25 50 75 100

そう思う

そうしている

そう思う

そうしている

そう思う

そうしている

そう思う

そうしている

(%)

92.0

50.3

86.7

47.3

42.7

41.0

36.8

44.4

0 25 50 75 100

そう思う

そうしている

そう思う

そうしている

そう思う

そうしている

そう思う

そうしている

(%)

 
 
 
 
男女の役割分担等についての考えと実態 
男⼥の関わり・役割分担については、「⼦育ては⼥性も男性も協⼒して⾏う」「男性も家事をきちんとでき

る方がよい」で「そう思う」割合が高くなっています。⼦育てや家事については男性も参加した⽅が良いと
いう意識がうかがえるものの、実際に「そうしている」割合は低くなっています。一方で、「⼥性は⾃分のこ
とより家族のことを優先する方がよい」「男性は家庭や地域のことより仕事を優先する方がよい」では⼥性に
おいて意識より⾏動の割合が高く、家庭生活での固定的な性別の役割分担が多く残っているようです。多く
の家庭で、男⼥ともに家事・育児等における男⼥共同参画の意識が浸透しているものの、実⾏に移すことが
できていない状況にあることがうかがえます。 
●意識と実際の行動                                    女性（Ｎ＝775）             男性（Ｎ＝592） 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
  
 

※そう思う（「そう思う」と「どちらかといえばそう思う」の合算）、そうしている（「そうして

いる」と「どちらかといえばそうしている」の合算）として表しています。 

 
「男は仕事・女は家庭」という考えについて 
豊⽥市では全国（内閣府調査）、愛知県と⽐較して、「「男は仕事・⼥は家庭」という考え⽅はよい」に反対
する考え⽅が浸透しており、男⼥共同参画に関する意識は⾼い状況であると⾔えます。 
●「「男は仕事・女は家庭」という考え方はよい」についての意識（国・県比較） 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
  
※そう思う（「そう思う」と「どちらかといえばそう思う」の合算）、そう思わない（「そう思わない」と「どちらかとい

えばそう思わない」の合算）として表しています。 

  男男⼥⼥のの関関わわりり・・役役割割分分担担ににつついいてて  
  

３ 

豊田市では全国や愛知
県に比べて「そう思わな
い」割合が高くなってい
ます。 

●内閣府：平成24 年度「男女共同参画

社会に関する世論調査」 

 

●愛知県：平成20 年度「男女共同参画

意識に関する調査」 

すべての項目で⼥
性の意識と⾏動の
差が大きくなって
います。 
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29.2

43.1

14.2

4.8

2.0

0.2

4.2

0.3

0.7

10.4

65.9

46.1

80.1

85.7

82.1

2.2

3.9

1.8

5.3

2.7

0% 20% 40% 60% 80% 100%

家事全般

（食事、洗濯、掃除等）

家計の管理

子育て全般

老親等の世話・介護

地域活動への参加

全体（Ｎ=1,383）

主に妻が行うのがよい

主に夫が行うのがよい

共同で行うのがよい

その他

不明・無回答

75.7

65.4

50.8

23.0

20.7

0.6

14.3

0.4

2.0

24.2

20.8

16.6

35.9

37.3

45.2

1.1

1.9

7.8

32.4

7.1

0% 20% 40% 60% 80% 100%

主に妻が行う

主に夫が行う

共同で行う

その他

不明・無回答

38.3 

54.2 

35.4 

16.0 

23.0 

59.9 

73.2 

0%20%40%60%80%

42.1 

36.7 

43.2 

26.2 

32.9 

58.6 

68.7 

0% 20% 40% 60% 80%

女らしく、男らしく育てる

家事能力（料理、掃除など）の

ある子に育てる

経済力のある子に育てる

リーダーシップのある

子に育てる

４年制大学以上に進学させる

性別にとらわれず個性を

伸ばすように育てる

言葉遣いや立ち居振る舞い

を注意する

 
 
 
 
夫婦の役割分担についての考えと現実 
 夫婦の役割分担の考え方では、すべての項目で夫婦が「共同で⾏うのがよい」と考える人が多くなってい
ますが、実際は家事全般、家計の管理、子育て全般で「主に妻が⾏う」割合が⾼くなっています。家事や育
児においては、まだ男⼥共同で⾏うものとはなっていません。 
●家事等に対する役割分担の考え                                        ●家事等に対する役割分担の実際の状況 
    
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
  
家庭における子どもの育て方 

子どもの育て方では、⼦どもの性別に関わらず、「⾔葉遣いや⽴ち居振る舞いを注意する」「性別にとらわれ
ず個性を伸ばすように育てる」ようにしているとの回答が多くなっています。しかし、「家事能⼒（料理・掃
除など）のある⼦に育てる」「リーダーシップのある⼦に育てる」「４年制⼤学以上に進学させる」「経済⼒の
ある子に育てる」では、⼥の⼦と男の⼦で違いがみられます。 
⼦どもの育て⽅においても、無意識のうちに固定的な性別の役割分担が入り込んでいることがうかがえます。 

●子どもの育て方（「そうしている」割合） 
          ⼥の⼦             全体（Ｎ＝1,383）            男の子 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

  家家庭庭ににおおけけるる⼥⼥・・男男ののあありり方方ににつついいてて  
  

４ 

家事全般

（食事、洗濯、掃除等）

家計の管理

子育て全般

老親等の世話・介護

地域活動への参加

全体（Ｎ=1,023）

「家事全般」「子
育て」で特に意識
と⾏動が異なっ
ています。 
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33.7 

44.1 

40.3 

26.1 

27.7 

15.7 

23.0 

18.6 

0% 10% 20% 30% 40% 50%

催し物の企画等は主に男性が決定する

地域活動は男性が取り仕切る

自治区の集会の時には、女性がお茶くみや片づけをしている

女性は役職につきたがらない

自治区の集会では、男性が上座に座る

女性が発言することは少ない

自治区の組長などの登録は男性(夫)だが、

実際は女性(妻)が出席することが多い

実質的な活動はほとんど女性が参加する

全体（Ｎ=1,383）

69.0

40.0

71.2

23.5

66.1

0.6

3.6

2.7

74.8

47.6

69.4

36.5

62.7

2.2

2.0

2.7

0% 20% 40% 60% 80% 100%

防災は男女が共に担うものであるという意識を

男女双方が持てるように行政や地域で取り組む必要がある

防災対策などに女性の視点を含める必要がある

災害時要援護者（高齢者、障がい者、乳幼児、妊婦等）の

視点を含める必要がある

自主防災組織等への女性の参画を促進する必要がある

行政だけでなく、個人や地域で防災活動に取り組む必要がある

その他

わからない

不明・無回答

女性 （Ｎ=775）

男性 （Ｎ=592）

 
 
 
地域活動における男女共同参画の状況 
 地域活動における男⼥の役割については、「地域活動は男性が取り仕切る」「⾃治区の集会の時には、⼥性
がお茶くみや⽚づけをしている」では、約４割が「そうしている」としており、地域活動においても固定的
な性別の役割分担が残っています。 
●地域活動の現状（「そうしている」割合） 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
男女共同参画の視点からの防災対策 
 地域の防災（災害対策）と男⼥共同参画についての考えでは、男⼥ともに「防災対策などに⼥性の視点を
含める必要がある」「⾃主防災組織等への⼥性の参画を促進する必要がある」の項目で割合が低くなっており、
⼥性の視点からの防災対策への意識がまだ⼗分に浸透していない状況にあります。 
●地域の防災活動の推進にあたっての考え［複数回答］ 
 
 
 

  地地域域活活動動ににおおけけるる男男⼥⼥のの役役割割分分担担ににつついいてて  
  

５ 

防災対策等への⼥性の参画
については、必要とする意識
がまだ高くありません。 

地域活動の中でも、
性別によって役割に
違いがみられます。 
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1.2 

1.1 

3.4 

7.1 

5.8 

5.6 

9.2 

7.4 

10.0 

48.3 

43.1 

30.8 

25.8 

32.6 

47.5 

0% 20% 40% 60% 80% 100%

豊田市（N=1,338）

愛知県（N=2,124）

内閣府（N=3,033）

違いが

ある

43.8%
違いは

ない

29.1%

わから

ない

17.4%

不明・

無回答

9.7%全体（Ｎ=886）

女性は仕事を持たなくてもよい

結婚するまでは仕事を持つ方がよい

子どもができるまでは、仕事を持つ方がよい

子どもができたら仕事をやめ、大きくなったら再び仕事を持つ方がよい

子どもができても、ずっと仕事を続ける方がよい

その他

わからない

不明・無回答

45.9

42.3

40.2

30% 40% 50%

昇進・昇級に差がある

お茶くみ・雑用などの

補助的な仕事を女性

に割り振る

賃金に格差がある

全体（Ｎ=388）

 
 
  
「女性の就労」に対する意識 
 ⼥性が仕事を持つことについての考えでは、「⼦どもができたら仕事をやめ、⼤きくなったら再び仕事を持
つ方がよい」の割合が最も高くなっています。全国（内閣府調査）、愛知県と比較すると、豊田市では「子ど
もができても、ずっと仕事を続ける方がよい」とする就労継続型の働き方を望む割合が低くなっています。 
●女性が仕事を持つことについての考え 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
職場における男女の違いについて 
 職場の性別による違いは、43.8％が「違いがある」としています。 
 違いの内容については、「昇進・昇級に差がある」「お茶くみ・雑⽤などの補助的な仕事を⼥性に割り振る」
「賃⾦に格差がある」が⾼い割合となっており、未だ、職場において男⼥が平等になっているとは⾔いがた
い状況です。 
●職場で男女の違いがあるか                                                        ●違いの内容［複数回答］ 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

  職職場場ににおおけけるる男男⼥⼥のの役役割割分分担担ににつついいてて  
  

６ 

⼥性の働き⽅は、⼦育てに専念した後に再び仕
事を持つ、『再就職型』が多くなっています。 

違いを感じてい
る人が多くなっ
ています。 

※上位３位までを抜粋 



6 

 

27.8

21.8

21.3

17.7

15.2

0% 10% 20% 30% 40%

妊婦の健康に対する取組

高齢者の健康やいきがいづくりへの取組

保育サービスなど子育て支援の充実

要介護者を支える家庭への支援体制

男性の育児参加促進への取組

全体（Ｎ=1,383）

14.5

13.0

12.9

11.4

11.1

0% 10% 20% 30% 40%

離職した女性に対する再チャレンジ

支援など女性の就業継続支援

ﾜｰｸ･ﾗｲﾌ･ﾊﾞﾗﾝｽの理解促進

家庭における男性の家事・育児参加

の促進

自治区役員や地域会議委員など

意思決定の場への女性の登用

要介護者を支える家庭への支援体制

全体（Ｎ=1,383）

21.9

59.4

11.1

7.6

7.1

66.7

8.5

17.7

0% 20% 40% 60% 80%

仕事

家庭

プライベート

不明・無回答

現実

理想

61.1

17.9

13.5

7.4

51.6

22.5

6.7

19.2

0% 20% 40% 60% 80%

仕事

家庭

プライベート

不明・無回答

現実

理想

 
 
 
 
生活の優先度について 
 ⽣活の中の優先順位は、理想も現実も、男性は「仕事」が１番、⼥性は「家庭」が１番となっています。
理想では優先したくても、現実で優先できていないものは、男⼥ともに「家庭」となっています。 
●生活の中で１番目に優先したいもの（現実と理想） 
              ⼥性（N=775）               男性（N=592） 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
  
 
 
 
 
男女共同参画に関する取組の評価と重要度 
 豊田市の取組の評価については、「妊婦の健康に対する取組」「高齢者の健康やいきがいづくりへの取組」
「保育サービスなど⼦育て⽀援の充実」で、「良い」とする割合がそれぞれ２割を超えており、⺟⼦保健、⾼
齢者福祉、児童福祉分野での評価が高くなっています。 
 ⼀⽅、「離職した⼥性に対する再チャレンジ⽀援など⼥性の就業継続⽀援」「ワーク・ライフ・バランスの
理解促進」「家庭における男性の家事・育児参加の促進」において「悪い」とする割合が比較的⾼く、⼥性の
就労や、仕事と家庭の両⽴⽀援に関わるものが多くあがっています。 
 また、豊⽥市の男⼥共同参画社会の実現において重要だと思う取組では、「要介護者を⽀える家庭への⽀援
体制」「保育サービスなど子育て支援の充実」が高い割合となっており、仕事と家庭生活を支える福祉関連の
施策において、重要度が⾼くなっていることがわかります。 
●「良い」とする評価が多かった取組［複数回答］   ●「悪い」とする評価が多かった取組［複数回答］ 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 

  ワワーークク・・ラライイフフ・・ババラランンススににつついいてて  
  

７ 

  男男⼥⼥共共同同参参画画社社会会実実現現にに向向けけたた豊豊田田市市のの取取組組ににつついいてて  
  

８ 

＊ワーク・ライフ・バランスとは…⽼若男⼥誰もが、仕事、家庭⽣活、地域⽣活などにおいて、⾃らが希望するバラン
スのとれた生活を送ることを指します。 

※上位５位までを抜粋                         ※上位５位までを抜粋 
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思う

36.0%

思わ

ない

56.9%

不明・

無回答

7.1%全体（Ｎ=1,383）

●豊⽥市の男⼥共同参画に対する市⺠の意識は全国と⽐較して高いものの、家庭・地域などでは固定的な性別
の役割分担に基づく⾏動をとっていることが多く、理想と現実でギャップがあります。 

●男⼥ともに約半数が、⼥性の望ましい働き⽅を「⼦どもができたら仕事をやめ、⼤きくなったら再び仕事を
持つ⽅がよい」と考えています。結婚や出産を機に仕事を離れ、家事や育児に専念したいという意向を持つ
⼥性が多い傾向にあります。 

●豊田市の取組については、「悪い」と評価された項目と今後重要だと思う項目とは重なるものも多く、なか
でも「要介護者を⽀える家庭への⽀援体制」や「⼥性の就業継続⽀援」などが市⺠から求められています。 

 

62.4

54.6

50.2

33.5

32.9

0% 20% 40% 60% 80%

喫煙・受動喫煙、感染症など、子ど

もを産む母体への危険性に関する

理解が深まったこと

結婚や出産で離職しない

（仕事を続ける）女性が増えたこと

男性（夫）が家事や育児をするように

なったこと

電車の優先席をゆずるなど妊婦へ

の心配りや気遣いをよくするように

なったこと

父親（男性）が学校行事やPTA活動

などへ積極的に参加するようになっ

たこと

全体（Ｎ=498）

46.0

44.2

35.2

29.6

24.0

0% 20% 40% 60%

要介護者を支える家庭への支援体制

保育サービスなど子育て支援の充実

離職した女性に対する再チャレンジ支援など

女性の就業継続支援

高齢者の健康やいきがいづくりへの取組

職場における男女平等な環境づくり

全体（Ｎ=1,383）

●男女共同参画の実現で重要な取組［複数回答］ 
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

男女共同参画への理解の深まりについて 
 この５年間で、男⼥共同参画についての理解が深まったと思うかについては、「思わない」割合が 56.9％
となっています。 
 男⼥共同参画についての理解が深まったと感じる⼈に、その理由をたずねたところ、「喫煙・受動喫煙、感
染症など、⼦どもを産む⺟体への危険性に関する理解が深まったこと」が62.4％と最も高く、次いで「結婚
や出産で離職しない（仕事を続ける）⼥性が増えたこと」「男性（夫）が家事や育児をするようになったこと」
が続いています。 
●男女共同参画に関する理解が深まったか    ●理解が深まったと思う内容［複数回答］   
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

意識調査結果からわかる豊田市の現状                                                         
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※上位５位までを抜粋 

「思う」割合が「思
わない」割合を下
回っています。 

※上位５位までを抜粋 


